




喘息発作は軽いものから死に至る重発作まで程度は様々であるが,その程度に

応じて日常生活の障害がおこる。発作障害の一つは発作による食餌量の減少に

原因をもつ。発作時に嘔吐をくり返す子どももおり食欲にとぼしく摂取量は減

少する上に努力呼吸によるエネルギーの浪費,発汗などの結果として必要カロ

リーに満たない日が多くなる。又その他の原因として喘息発作自体による――

まだその障害機構の解明されていない――発育障害も加わる。


